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市長の 
まちづくり 
メッセージ 
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メッセージ 

2月

市役所では、毎月の初日（今回は2月1日）に
「市長のまちづくりメッセージ」を放送していま
す。市民の皆さんと『共創・協働のまちづくり』
を進めていくため、その一部を掲載します。
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　確定申告の時期になりました。
もう準備はお済みでしょうか。
　税務署では、申告納税制度の趣
旨から、確定申告書等の「自書申
告」を推進しています。申告書は
期限内にご自身で作成され、申告
と納付は正しく早めに済ませま
しょう。

　所得税の確定申告の窓口での相
談および受付は、2月16日から3月
15日までです。
　所得税は、あなた自身が所得金
額や税額を計算し納付する申告納
税制度をとっており、確定申告
は、税金の清算手続きであるとと
もに、一年間の事業などの総決算
です。
　事業を営んでいる人はもちろ
ん、サラリーマンでも確定申告を
しなければならない人は、所得金
額や税額を正しく計算し、早めに
申告しましょう。
　税務署は、期限間近になると大
変混み合い、長時間お待ちいただ
くことになります。
　また、期限を過ぎて申告される
と、本税のほかに加算税や延滞税
がかかります。
※個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告は3月31日までで
す。
●問合せ　光税務署0833(71)0166

申告期間

2月16日～3月15日

大切ですね　自分で書くこと

確定申告はお早めに

所得税の確定申告について

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防
止
と
被
害
者
の

保
護
を
目
的
と
し
て
、
平
成
13
年
４
月
に

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害

者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
配
偶
者
暴
力

防
止
法
＝
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
法
律
で
は
対

応
で
き
な
い
事
例
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
昨
年
５
月
に
「
改
正
配
偶
者
暴
力

防
止
法
」
が
成
立
し
、
昨
年
12
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防

止
と
被
害
者
保
護
の
対
策
が
強
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
た
び
の
主
な
改
正
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
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点
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改
正
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①
暴
力
の
定
義
が
、
こ
れ
ま
で
の
「
生
命

ま
た
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
も
の
」
に

加
え
、
「
心
身
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す

言
動
、
つ
ま
り
、
精
神
的
な
暴
力
、
性
的

な
暴
力
」
も
含
ま
れ
ま
し
た
。

②
被
害
者
の
身
辺
へ
の
つ
き
ま
と
い
な
ど

を
加
害
者
に
禁
止
す
る
「
接
近
禁
止
命

令
」
に
よ
る
保
護
の
対
象
が
、
こ
れ
ま
で

の
「
被
害
者
本
人
」
に
加
え
、
「
被
害
者

と
同
居
の
未
成
年
の
子
ど
も
」
も
含
ま
れ

ま
し
た
。

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
被
害
者
は
、
多
く
の
場
合
女
性
で
あ
り
、
経
済
的
自
立
が
困
難
な
女
性
に
対
し
て
配
偶
者
が

暴
力
を
加
え
る
こ
と
は
、
個
人
の
尊
厳
を
害
し
、
男
女
平
等
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
平
成
13
年
４
月
に
「
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
が
制
定
さ
れ
、

さ
ら
に
、
昨
年
12
月
に
「
改
正
配
偶
者
暴
力
防
止
法
」
が
施
行
さ
れ
、
被
害
者
保
護
の
対
策
が
強
化

さ
れ
ま
し
た
。
配
偶
者
暴
力
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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③
「
接
近
禁
止
命
令
」
の
対
象
が
、
こ
れ

ま
で
の
「
配
偶
者
」
に
加
え
、
「
離
婚
後

の
元
配
偶
者
」
も
含
ま
れ
ま
し
た

④
加
害
者
に
住
居
か
ら
の
退
去
を
命
ず
る

「
退
去
命
令
」
の
期
間
が
、
こ
れ
ま
で
の

「
２
週
間
」
か
ら
「
２
か
月
間
」
に
延
長

さ
れ
ま
し
た
。
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次
の
窓
口
で
、
配
偶
者
暴
力
に
関
す
る

ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
早
め
の

相
談
が
問
題
解
決
へ
の
第
一
歩
で
す
。
１

人
で
悩
ま
な
い
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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●
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報

サ
イ
ト
（
内
閣
府
）

http://w
w
w
.gender.go.jp/e-vaw

/
index.htm
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先
日
、
塩
田
に
お
住
ま
い
の
谷

千
寿
子
さ
ん
か
ら
、
石
城
山
に
伝

わ
る
昔
話
や
風
習
を
ま
と
め
た
冊

子
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
石
城
山
に
は
、
神
籠
石
や

石
城
神
社
、
第
二
奇
兵
隊
の
本
陣

跡
な
ど
、
数
多
く
の
歴
史
的
資
源

が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
神
籠
石

は
、
石
城
山
を
含
め
て
計
９
か
所

が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
築
造
の
記
録
が
残
っ
て
お

ら
ず
、
謎
が
多
い
こ
と
で
有
名
で

す
。
発
掘
調
査
の
結
果
、
「
朝
鮮
式

山
城
」
の
跡
と
す
る
説
が
有
力
視
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
定
説
に
は

至
っ
て
お
ら
ず
、
歴
史
フ
ァ
ン
の
夢

を
駆
り
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
数
々
の
歴
史
ロ
マ

ン
を
秘
め
た
石
城
山
は
、
地
域
の

「
再
生
」
や
「
創
造
」
を
進
め
る

上
で
、
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て

お
り
、
例
え
ば
、
神
籠
石
が
あ
る

他
の
自
治
体
と
の
「
神
籠
石
サ

ミ
ッ
ト
」
や
研
究
者
・
考
古
学
者

を
集
め
た
「
神
籠
石
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
な
ど
、
石
城
山
を
テ
ー
マ
に

さ
ま
ざ
ま
な
夢
が
描
け
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
内
に
は
有
形
・

無
形
の
貴
重
な
地
域
資
源
が
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
保

全
・
継
承
に
加
え
、
ど
の
よ
う
に

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
く
の

か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
情
報
発

信
し
て
い
く
の
か
、
私
た
ち
の
創

意
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
も
、
こ
う
し
た
新

し
い
ま
ち
の
財
産
と
も
い
え
る
有

位
性
を
大
切
に
し
て
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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先
日
、
千
葉
県
光
町
の
斉
藤
町

長
と
加
瀬
議
長
な
ど
13
名
の
議
員

さ
ん
が
、
市
内
施
設
の
視
察
や
合

併
に
関
す
る
意
見
交
換
の
た
め
、

本
市
を
訪
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　
光
町
も
隣
接
す
る
横
芝
町
と
の

合
併
を
来
年
３
月
に
控
え
て
お

り
、
合
併
に
関
す
る
熱
心
な
質
問

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
回
の
視
察
の
間
、
私

は
光
町
の
皆
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
な

お
話
し
を
し
ま
し
た
が
、
一
番
の

話
題
は
、
光
市
の
職
員
の
皆
さ
ん

の
対
応
の
素
晴
ら
し
さ
だ
っ
た
こ

と
を
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
市
役
所
に
到
着
し
た
と
き
迎
え

て
く
れ
た
職
員
の
笑
顔
、
庁
舎
内

の
清
潔
で
明
る
い
雰
囲
気
、
職
員

の
気
配
り
な
ど
、
た
い
へ
ん
好
印

象
を
持
た
れ
た
よ
う
で
、
口
々
に

賞
賛
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
温
か
い
接
遇
を
し
よ

う
と
、
皆
さ
ん
が
い
つ
も
誠
心
誠

意
、
努
力
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
結

果
で
あ
り
、
私
も
た
い
へ
ん
嬉
し

く
、
ま
た
、
誇
り
に
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
、
市
議
会
で
も
、
庁
舎
の
各

フ
ロ
ア
に
専
門
の
相
談
員
を
置
く

「
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度
」

の
導
入
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
な

ど
、
窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
が
、
た
い
へ
ん
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
が
、
光
町
の
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
高
い
評
価
を
励
み

に
、
こ
れ
か
ら
も
、
自
信
と
誇
り

を
持
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
接
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


